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一 般 質 問

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー

事
務
長

　感
染
予
防

の
観
点
か
ら
も
有
効

性
が
高
い
と
思
わ

れ
、
全
国
76
市
町
村

で
公
費
助
成
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
今
後

は
、
国
・
県
の
動
向

を
見
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
。

議
員

　子
ど
も
の
発

達
段
階
に
応
じ
た
交
通
安
全

教
育
や
危
険
予
測
教
育
の
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

教
育
部
長

　小
学
校
は
、
学

校
安
全
計
画
に
基
づ
き
、
学

級
・
学
年
集
会
や
校
庭
を
使

っ
た
実
技
体
験
等
の
安
全
教

育
を
計
画
的
・
継
続
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

危
険
予
測
教
育
は
、
各
学

科
や
学
級
活
動
で
発
達
段
階

に
応
じ
た
指
導
を
し
て
い
る
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長

　保
育

園
・
幼
稚
園
で
は
年
間
安
全

指
導
に
基
づ
き
行
っ
て
い
る

が
、
危
険
予
測
教
育
は
実
施

し
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

差
点
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歩

道
幅
は
１
６
０
㎝
し
か
な

く
、
自
転
車
で
信
号
待
ち
し

て
い
る
と
他
の
人
は
通
れ
な

く
な
る
。
歩
道
す
れ
す
れ
に

走
る
バ
イ
ク
に
接
触
し
そ
う

に
も
な
る
危
険
さ
で
あ
る
。

国
に
角
地
ビ
ル
の
底
地
を
買

い
上
げ
て
も
ら
う
か
、
市
で

先
行
取
得
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

都
市
整
備
部
長

　通
行
者
の

安
全
確
保
が
必
要
で
あ
り
、

国
に
優
先
的
整
備
を
粘
り
強

く
要
望
し
て
い
く
。
市
と
し

て
も
先
行
取
得
が
可
能
か
ど

う
か
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

議
員

　埼
京
線
へ
の
市
民
の

要
望
は
、
本
数
の
増
加
、
終

電
時
間
の
繰
り
下
げ
、
女
性

専
用
車
運
行
の
時
間
帯
拡
大

な
ど
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、

深
夜
の
通
勤
快
速
を
戸
田
公

園
駅
に
停
め
る
よ
う
願
っ
て

い
る
通
勤
客
が
多
く
い
る
。

　Ｊ
Ｒ
は
乗
客
を
川
越
ま
で

早
く
届
け
る
こ
と
を
優
先
さ

せ
る
こ
と
か
ら
、
戸
田
公
園

駅
へ
の
停
車
を
実
施
し
な
い

が
、
埼
京
線
は
戸
田
市
民
、

旧
浦
和
・
与
野
市
民
の
犠
牲

と
協
力
で
敷
設
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
の
言
い
分
は

ど
こ
か
間
違
っ
て
い
る
。

　埼
京
線
の
通
勤
快
速
停
車

駅
以
外
で
は
、
戸
田
公
園
駅

の
乗
車
人
員
は
一
日
平
均
で

約
２
万
９
千
人
で
、
他
の
駅

よ
り
頭
一
つ
抜
け
て
い
る
。

夜
間
だ
け
で
も
市
内
３
駅
利

用
者
を
赤
羽
か
ら
戸
田
公
園

駅
ま
で
乗
せ
て
、
普
通
列
車

通
勤
快
速

　
　
　
戸
田
公
園
駅
停
車

通
勤
快
速
の
深
夜
帯
、

　
　
　
戸
田
公
園
駅
停
車
を

神
谷

　
雄
三
　議
員

「
実
現
に
向
け
粘
り
強
く
要
望
」

の
混
雑
を
緩
和
さ
せ
、
通
勤

快
速
を
戸
田
公
園
駅
に
停
め

る
よ
う
Ｊ
Ｒ
に
強
力
に
要
請

す
る
べ
き
で
あ
る
。

市
民
生
活
部
長

　夜
間
の
通

勤
快
速
を
快
速
運
行
に
す
る

た
め
に
、
Ｊ
Ｒ
に
乗
客
の
利

用
状
況
を
再
度
調
査
し
て
実

現
に
向
け
検
討
さ
れ
る
よ
う

粘
り
強
く
要
望
し
て
い
く
。

議
員

　本
町
交

差
点
西
南
角
の

ビ
ル
は
都
市
計

画
事
業
に
よ
る

道
路
拡
幅
実
行

ま
で
を
見
越
し

て
壁
面
後
退
し

て
い
な
い
。
こ

の
た
め
主
要
交

▲一歩間違えると……安全な歩道づくりを

安
全
な
本
町

交
差
点
に

自
転
車
の

安
全
教
育

の
推
進
を

議
員

　高
齢
者
の
肺
炎
は
、

重
度
化
し
や
す
く
、
死
因
の

第
４
位
で
あ
る
。
ま
た
、
肺

炎
球
菌
の
抗
生
物
質
の
耐
性

化
も
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
と
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

両
方
の
接
種
は
、
肺
炎
に
よ

る
入
院
や
死
亡
の
リ
ス
ク
を

軽
減
す
る
効
果
が
あ
る
ほ

か
、
医
療
費
の
削
減
に
も
つ

な
が
る
と
の
報
告
も
あ
る
。

　高
齢
者
福
祉
と
予
防
医
学

の
観
点
か
ら
、
公
費
助
成
を

行
い
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推

進
を
し
て
は
ど
う
か
。

議
員

　埼
玉
県
の
指
標
と
す

る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
率
を
今

後
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
。

都
市
整
備
部
長

　市
内
２
０

３
ヵ
所
の
調
査
を
基
礎
資
料

と
し
て
、
入
居
実
態
や
費
用

助
成
等
、
他
市
を
参
考
に
検

討
す
る
。

肺炎球菌ワクチン接種
　　　　　　　公費助成
肺炎球菌ワクチン接種に
　　　　　　　公費助成を

鈴木　麗子　議員

「有効性も高いと思われる」

▲

安
全
な
自
転
車
の
乗
り
方
も
学
ん
で

い
ま
す
（
戸
田
第
二
小
に
て
）

共
同
住
宅
の
住
戸
外

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は

9

とだ議会だより 158 号

※AED……心臓に電気ショックを与えて不整脈を除去する器具。

議
員

　救
急
車
の
出
動
状
況

（
回
数
・
搬
送
人
員
・
傷
病
程

度
）
と
、
救
急
救
命
士
の
出

動
体
制
の
実
態
、
Ａ

※

Ｅ
Ｄ
の

使
用
状
況
を
伺
う
。

消
防
長

　平
成
19
年
は
出
動

回
数
５
２
１
５
件
、
搬
送
人

員
４
７
０
１
人
で
、
死
亡
49

人
、
重
症
３
８
６
人
、
中
等

症
１
５
２
３
人
、
軽
症
２
７

４
１
人
、
そ
の
他
２
人
。
救

急
救
命
士
は
現
在
26
人
で
、

救
急
車
に
は
必
ず
１
名
以
上

同
乗
し
て
い
る
。
19
年
中
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
は
72
人
で
あ
っ

た
。

議
員

　救
急
搬

送
の
病
院
収
容

ま
で
の
平
均
時

間
と
、〝
た
ら

い
回
し
〟
防
止

策
は
。

消
防
長

　平
均

32
分
。
過
去
３

年
間
で
は
全
体

の
約
80
％
が
１

回
の
問
い
合
わ

せ
で
医
療
機
関
へ
収
容
さ
れ

て
い
る
。

　総
務
省
消
防
庁
は
本
年
１

月
、
厚
生
労
働
省
に
対
し
、

救
急
医
療
体
制
の
整
備
に
つ

い
て
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ

ム
の
改
善
な
ど
の
申
し
入
れ

を
行
っ
た
。
消
防
と
し
て
は
、

迅
速
・
的
確
な
救
急
活
動
を

行
う
た
め
、
医
療
機
関
の
選

定
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

防
止
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員

　平
成
17
年
6
月
か
ら

東
循
環
の
2
路
線
化
を
要
望

し
て
い
る
が
、
そ
の
調
査
・

検
討
の
結
果
を
伺
う
。

市
民
生
活
部
長

　本
年
度
末

に
路
線
素
案
を
作
り
、
21
年

度
の
中
で
路
線
案
を
と
り
ま

と
め
た
い
。

議
員

　歩
行
者
や
、
特
に
車

い
す
・
自
転
車
利
用
者
の
早

急
な
危
険
解
消
を
図
る
よ
う

に
。

都
市
整
備
部
長

　早
急
に
ス

ロ
ー
プ
状
に
改
善
す
る
よ

う
、
県
へ
要
望
し
て
い
く
。

救急搬送
　〝たらい回し〟
救急搬送での
　〝たらい回し〟防止策を

三浦　芳一　議員

「医療機関の選定マニュアルで対応」

め
て
い
く
。

議
員

　高
齢
者
が
病
院
、
買

い
物
、
市
民
活
動
等
、
自
立

し
た
生
活
が
で
き
る
ｔ
ｏ
ｃ

ｏ
バ
ス
路
線
の
体
制
に
す
べ

き
で
あ
る
。市

民
生
活
部
長

　本
市
の
高
齢

化
進
展
状
況
を

考
慮
し
、
路
線

を
検
討
し
て
い

く
。

議
員

　①
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
通
り

の
氷
川
町
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
前
、

②
北
大
通
り
荒
川
水
循
環
セ

ン
タ
ー
方
向
、
大
宮
バ
イ
パ

ス
か
ら
１
番
目
の
交
差
点
に

信
号
機
の
設
置
を
。
③
戸
田

中
通
り
新
曽
南
と
南
町
境
に

手
押
し
信
号
機
の
設
置
を
。

市
民
生
活
部
長

　①
警
察
見

解
が
あ
る
が
、
市
で
は
対
策

が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

②
笹
目
小
の
通
学
路
で
あ

り
、
対
策
が
必
要
と
認
識
し

て
い
る
。
③
信
号
機
設
置
間

隔
が
短
い
と
の
警
察
見
解
は

あ
る
が
、
手
押
し
式
の
信
号

機
で
あ
れ
ば
、
検
討
は
で
き

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

議
員

　塾
帰
り
の
子
ど
も
達

や
女
性
の
帰
宅
が
深
夜
10
時

を
越
え
る
状
況
が
あ
る
。
安

全
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
対
応

は
。

都
市
整
備
部
長

　子
ど
も
や

女
性
の
被
害
防
止
に
委
託
警

備
員
の
巡
回
等
で
対
応
し
、

情
報
聴
取
し
て
い
く
。

議
員

　今
回
、
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
バ

ス
の
乗
降
客
調
査
は
、
東
循

環
路
線
案
を
重
点
に
し
て
い

る
が
、
南
西
循
環
の
復
路
の

変
更
、
16
時
台
の
運
行
、
逆

回
り
、
朝
夕
の
増
便
等
の
要

望
が
あ
る
が
、
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長

　地
域
要
望

を
踏
ま
え
、
路
線
案
を
ま
と

▲大型車の通行が激しい氷川町 1丁目の交差点

ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
バ
ス
路
線

　
　
　
　
　
　
　
　
変
更

ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
バ
ス
路
線

　
ヘ
リ
ポ
ー
ト

　
の
変
更
を

中
名
生

　
隆
　議
員

「
地
域
要
望
を
踏
ま
え
た
路
線
案
を
推
進
す
る
」

ト

　
　
　
　
　
コ

▲円滑な救急搬送に向けて訓練が行われてい
ます

喜
沢
橋
新
設
信
号
機
下

の
歩
道
の
段
差
解
消
を

高
齢
化
対
応
の

路
線
検
討
を

市
民
の
安
全
を
守
る

た
め
に

信
号
機
の

設
置
を

ｔ
ト

コ

ｏ
ｃ
ｏ
バ
ス
東
循
環

の
２
路
線
化
を


